
１　キャンペーン事業

　シンポジウムの開催　　
Ⅰ　シンポジウム「若者の生きづらさをどう支えるか」

　　現代の社会状況や文化的背景をふまえた、若者の自殺問題・自殺関連行動の現状、自殺予防に向けた取組の進め方などについて、福祉、保健医療、教育、労働等の分野の関係者や広く都民の協力を得て、ともに考え、理解を深める機会とする。

　　○日時　　９月１０日（木）１３：３０～１７：００（予定）

○場所　　都民ホール（定員２８０名）
○基調講演　「ミサは本当に死にたかったの？～若者はなぜ自殺するのか～」（60分）
　　　　講師　渋井哲也氏（フリーライター）

　　○パネルディスカッション

コーディネーター　　渋井哲也氏

パネリスト　　菊池まり氏（元都立新宿山吹高等学校教諭・専任カウンセラー）

坪井節子氏（カリヨン子どもセンター理事長）

松本俊彦氏（自殺予防総合対策センター自殺実態分析室長）

Ⅱ　自殺対策シンポジウム「中高年の自殺対策（仮題）」（内閣府主催、東京都共催）

○日時　　９月１３日（日）１３：３０～１７：００（予定）

○講師等調整中
　セミナーの開催　　
　　中小企業のメンタルヘルス対策を進め、社員等のうつ病や自殺の危険を早期発見・早期対応するため、職場のメンタルヘルス・自殺予防対策に関するセミナーを開催する。

　　（東京商工会議所との共催により実施）

１０月上旬頃開催予定（詳細は調整中）
　相談機関リーフレットの作成　
「こころといのちの相談・支援 東京ネットワーク」の相談窓口を掲載したリーフレットを作成して悩みごとに応じた既存の相談機関・窓口の情報を提供し、早期の相談を促す。

各種相談窓口、区市町村及び講演会・シンポジウム等において配布

　自殺防止につながる標語の募集　
「自殺防止につながる標語」を広く都民等から募集する。

優秀作品については、今後の「自殺防止！キャンペーン」等で標語等として採用する。

　”自殺の悩み”特別相談週間　
　自殺を考えるなどの心の悩みを持つ方や身近な家族等を自殺により亡くした方などに対する特別相談を実施する。（日程、内容については、今後調整）
（１）自殺予防いのちの電話　
○実施内容　　悩みをもつ人のためのフリーダイヤルによる相談

（２）自死遺族相談ダイヤル　
○実施内容　　自殺者の親族等のための電話相談

（３）２４時間特別相談
○実施内容　　自殺念慮者等のための電話相談

【連携事業として実施（予定）】

多重債務１１０番　（生活文化スポーツ局）
東京都ろうどう１１０番（産業労働局）
　キャンペーンポスターの作成・掲出　
　キャンペーン事業や相談窓口を掲載したポスター作成し、「こころといのちの相談・支援　東京ネットワーク」参加機関の相談電話番号と特別相談の周知を図る。
○都営地下鉄に車内広告を掲出　　○鉄道各社の協力により駅構内にポスターを掲出
○区市町村、各種相談機関等にポスターを掲出

　広報東京都９月号への解説記事等掲載　
　　東京都における自殺の実態等にかかる解説記事の掲載などにより、都民の理解と参画を促進するとともに、特別相談・相談ネットワークの案内など、自殺念慮を抱いた都民に対する発信も行う。

　ホームページの充実とバナー設置依頼　
「自殺総合対策東京会議」ＨＰに「第５回自殺防止！東京キャンペーン」コーナーを設け、情報提供を充実する。

また、キャンペーンバナーについて、東京会議関係団体等HPへの設置を依頼する。

２　「自殺防止！東京キャンペーン」連携事業
　都関係機関、区市町村、民間等の協力により、幅広い広報展開を図っていくとともに、区市町村等の様々な団体において実施する、自殺やメンタルヘルス等に関する事業についても、「自殺防止！東京キャンペーン」連携事業として積極的にＰＲしていく。
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